
Comparative Analyses : Results : Metallurgy 2700

言語: jpn

出版者: 

公開日: 2010-02-26

キーワード (Ja): 

キーワード (En): 

作成者: 田村, 克己

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://doi.org/10.15021/00003650URL



東南 アジア ・オセアニアにお ける諸民族文化のデータベ ースの作成 と分析

鍛 冶 ・金属加工 2700

田 村 克 己*

1, ブイゴの諸形式の分布 2. 製鉄技術(2701)と 職業的鍛冶屋(2702)

1.フ イゴの諸形式の分布

 鍛 冶 ・金 属 加 工 の諸 項 目の 中で 、分 布 が過 去 に 論 ぜ られ、 今 回 も多 くの 資 料 の み ら

れ るの は,フ イ ゴの 問 題 で あ る[FORBES 1964:110-117;村 上 1970]。 そ れ ゆ え,

まず ブ イ ゴの 諸 形 式 の 分布 を見 て み よ う。

 ブイ ゴの 形 式 は,皿 ブイ ゴ,皮 ブイ ゴ(2705),ポ ン プ フイ ゴの 三 つ に大 別 され る。

ポ ンプ フィ ゴの う ち,垂 直 式 の もの が マ レー式 ブ イ ゴ(2703)で あ り,永 平 式 の もの

が 箱式 ブ イ ゴ(2704)で あ る。 大 まか に い って,マ レ0式 ブ イゴ,箱 式 ブイ ゴ は,そ

れ ぞ れ,東 南 ア ジ ア,東 ア ジア に特 徴 的 な 形 式 で あ り,隣 接 した分 布 域 を もつ。 さ ら

に両者 が 同 じ ピス トンの 原 理 を 用 いた もの で あ る以 上,両 形 式 の間 に歴 史 上 ・系 統 上

の 関 連 を想 定 す るの は,自 然 とい え よ う。

 両者 の分 布 を あ らた めて 見 る と,マ レ ー式 フィ ゴ は,マ ダ ガ ス カ ルや 台 湾 を ふ くめ,

東 南 ア ジァ島 嗅 部 に 濃 厚 に 分布 し,さ らにBurmeseを 経 て,ナ ガ ・チ ン系 諸 族 に 見

られ,ま た モ ンﾘク メー ル 系 山 地 民(Wa, Llamet, Nya Hon)な どの 間 に点 在 す る。

この 分布 状 態 は,マ レー式 フ イゴ が東 南 ア ジ ァの 古 い 形 式 の フ イ ゴで あ る と い う従 来

の 考 え を確 認 して い る。 他 方,箱 式 ブ イ ゴの 分 布 は,中 国西 南 部 と東 南 ア ジ ア大 陸 部

にか け て の 山地 民 の4例(Lisu, Nu, Tulung, Laos Thai Miao)お よ び ナガ 系 の2

例(Ao Naga, Konyak Naga)の みで あ るが,従 来 の 知 見 に した が え ば,中 国 ・日

本 な どの東 ア ジ ァか ら,イ ン ドシナ にか けて 連 続 して み られ る1)。 この こと は,箱 式

*国 立 民 族 学 博 物館 第2研 究 部

1)ハ イ ネニゲ ル デ ル ン(Heine-Geldem, R.)は,後 印 度東 部(ト ンキ ン,安 南,カ ンボ ジ ァ,

 ラオ ス諸 州)と と もに,ジ ャワ島 に も分 布 す る とい う[1942=280]。 ま た ク ローゼ マ ン(Klo-

 semann, K.)に よ る 「フイ ゴの 型 とそ の分 布」[FORBES 1964:Fig.23]を 参 照 。 同 図 は,中

 間 段 階 の 報告 書[大 林 編 1985a:77]に 掲 載 して あ る。
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ブ イ ゴが,マ レー 式 ブイ ゴ よ り後 に,中 国 か らの 影 響 下 で,東 南 ア ジ アに 浸透 して い

った ことを 示 して い る。

 さ きに もの べ た よ うに,マ レ0式 ブ イ ゴ と箱 式 ブ イ ゴ との 間 に,そ れ らの起 源 の 上

で 何 らかの 関 連 を み るの は 自 然 であ り,こ の点 につ い て,す で に つ ぎの よ うな 考 え が

あ る。

 「… … さ し当 って の仮 設 的 な ポ ンプふ い ご 《マ レー式 ブ イゴ》 の 発生 地 と して,中

国南 部 か らイ ン ドシ ナ半 島 に か けて,か つ て 分布 して いた 越 文 化 圏 を 有力 視 した い。

お そ ら くこの一 帯 は,竹 を 素 材 とす る発 火 器 の伝 統 を古 くか ら持 って い た と考 え られ,

そ れに 北方 系 の単 独 型 皮 フ イゴ が接 触 して 生 れ た の が,ポ ンプ ふ い ごの 原型 で は あ る

ま いか 。 中 国 のふ い ごが 吹 差 ふ い ご 《箱 式 ブ イ ゴ》 に推 転 して い った過 程 に,ポ ンプ

ふ い ごが あ ず か って い た こ とは,既 に述 べ た とお りで あ るが,こ の 現象 を説 明 す るた

め に も,中 国南 部 に ポ ンプ ふ い ごの存 在 を想 定 す る こ とは,合 理 的 な 仮設 で あ る。」

[村上 1970:36,《 》 は筆 者]。

 ニ ー ダ ム(Needham, J.)も,中 国 の箱 式 フ ィ ゴの 起 源 に お け る,ピ ス トン式 ラィ

タ ー一 上 に い う竹 を 素材 とす る発 火 器,す な わ ち発 火 ポ ンプ(2907)  の 重 要 性

を 指 摘 し,そ れ が,東 南 ア ジア の もの で あ り,「 雲 南 で も土 着 の もの と して 」 あ り,

さ らに 「古 代 中国 文 化 圏 の マ ラヤﾘイ ン ドネ シア ー オ セア ニ ア地 域 の交 易 財 の 一 部 を

な した と考 え る こ とが で きる な らば,中 国 の ピス トンﾘブ イ ゴ 《箱 式 ブ イゴ 》 が,と

もか く作業 仮 設 と して は そ れ に起 源 を 持 つ もの で あ る こ と も十 分 あ り うる」 とす る。

そ して,「 ピス トン ー フィ ゴ は東 ア ジ ァの も っと原 始 的 な文 化 で は,例 え ば ラオ スの

カ オ族 《カ ー族 か》 や 安 南 の モ ィ族 が使 用 す る対 に な った形 の もの[す な わ ちマ レー

式 フ ィ ゴ]に 見 られ る よ う に,か な り広 く見 られ る」 こ とを 理 由 に挙 げ て い る[ニ ー

ダ ム 1978:189,《 》 は著 者]。

 これ らの説 は いず れ も,ポ ンプ ー フ イ ゴの 起 源 を発 火 ポ ンプに 求 め て い る 。 ポ ンプ

ー フ ィ ゴの2形 式 の う ち
,構 造 や 形態 の面 か ら発 火 ポ ンプ に よ り近 い の は マ レー式 フ

イ ゴで あ り,箱 式 フ イ ゴ は,同 時 に空 気 の 押 し出 し と吸 い込 みを す る ポ ンプ の働 きに

よ って,連 続送 風 の可 能 な,よ り 「発 達 」 した もので あ る。(マ レー式 ブイ ゴの 連 続 送

風 は,一 対 の フイ ゴ か ら交 互 に 風 を送 る こ とに よ って え られ る)。 それ ゆえ,発 火 ポ

ンプか ら直 接 的 に 発生 した もの と して,マ レー式 フ ィ ゴを 考 え るの は 自然 で あ ろ う。

 上 述 の よ うに,村 上 は,こ の過 程 に皮 ブイ ゴ との 接 触 を の べ,発 生 地 と して 中国 南

部 か らイ ン ドシナ半 島 にか けて を 挙 げ て い る。 皮 ブ イ ゴは,東 西 ユ ー ラ シアか ら北 ア

フ リカ にか け広 汎 に分 布 し,ア ジアで は,北 ・中 央 ア ジァ か らイ ン ド(南 部 を 除 く)
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へ とひ ろ が って る。 それ の東 南 ア ジ ァ との接 点 は,中 国南 西部 か ら ビル マ 北部 ・ア ッ

サ ムに か け ての0帯 と考 え られ る。 しか し,今 回の 分 布 図 で,皮 フ ィ ゴ はBurmese

に 記 され て い るの み で あ る2)。 ま た 発 火 ポ ンプ も,Ibanで しか報 告 され て い な い。

それ ゆ え,マ レー式 ブ イゴ の発 生 に関 す る問題 は,先 の 推論 以 上 に立 ち入 る こ とがで

きな い 。

 つ ぎ に,マ レー式 ブ イ ゴ と箱 式 ブ イゴの 関 係 に つ い て ど うで あ ろ うか 。 この こ とで

興 味 深 い の は,両 者 の 併存 す るAo Nagaの 例 で あ る。 こ この箱 式 ブ イ ゴ は,水 平 式

の ピス トンで 連 続 送 風 の可 能 な点 で は 同様 で あ るが,円 筒 形 で,両 端 の お お わ れ た木

筒 で あ り,ち ょう どマ レー式 フ ィ ゴを横 に した よ うな 形 を して い る。 同様 の もの は,

メ コ ン川 渓 谷 のMiaoに もみ られ る とい う[MILLS 1926:98及 び同 頁 見 開 き図]。

更 に,Tulungの 「怒 江 様 式 」 とよ ば れ る ブ イ ゴは,同 様 に,中 空 の 樹 幹 の 両端 を 木

の蓋 で お おい,細 い木 の棒 で風 を注 送 す る とあ る[雲 南省 編 纂 委 員 会 編 1981:58]3》 。

 この よ うな 「円筒 形」 箱 式 ブ イ ゴの存 在 は,何 を意 味 して い るので あ ろ うか。 先

に あ る よ うに箱 式 ブイ ゴの 発生 に マ レー式 ブイ ゴ の 影響 を 考 え るな らば,こ の 形 式 は

両 者 の 中聞 的 段 階 で あ ろ うか 。 実 際 に 中 国の箱 式 ブ イ ゴの 発 生 は明 らか で な い点 が 多

く4),こ の 問題 に つ きおお い に示 唆 的で あ る。 しか し,こ の こ とは な お慎 重 を 要 す る

と思 わ れ る。 とい うの も 「円筒 形 」 箱 式 フ ィ ゴ は,構 造 一機 能 の 上 か ら,中 国 の箱 式

フ ィ ゴの 一 変 型 とみ なす こ とが で き るか らで あ る。ハ イ ネﾘゲ ル デ ル ンも,「 円筒 形 の

もあれ ば四 角 形(箱 形 鞘)の もあ る両 側 の 閉 じられ た卿 子鞘 は,支 那 か ら由来 した も

の 」 と既 に述 べ て い る[ハ イ ネ=ゲ ル デ ル ン 前 掲]。 い ず れ に しろ,「 円 筒形 」 箱 式

ブ イ ゴの 存在 は,中 国 と,東 南 ア ジァ 山地 民(中 国南 部 ・ア ッサ ム を含 む)と の 間 の

鍛 冶 の 技 術 の 伝播 の 問題 を考 え るに あた って,一 つ の手 が か り とな る で あ ろ う。

 ブ イ ゴに つ い ての も う一 つ の 問題 は,踏 み ブ イ ゴ(2706)の 分布 で あ る。 上述 の ブ

イ ゴの3形 式 が,材 料 と形態 に お いて 分 類 され るの に た い し,踏 み ブイ ゴ は,フ イ ゴ

の 動 力 に足 を 用 い る点 に注 目 した もの で あ る。 踏 み フ ィゴ は皿 フィ ゴ に と もな う こ と

2)皮 ブイゴは,ア チ ェ地方,ジ ャワ島,ロ ンボク島,ト ンキン高地 のヤオ族 にも分布が報告 さ

れている[ハ イネﾘゲ ルデル ン 1942:280;村 上 1970:17-18]。 これ らを,ハ イネﾘゲ ル

デ ンは,印 度人や アラビア人によ って もた らされた ものとする(Yaoに ついては北方か らの影

響を述べているが)。 他方,村 上は,18世 紀前半に報告 された西南夷,古 宗の皮 ブイゴを挙げ,

中国西南部か ら東南 アジアへ南下する流れを考えている。

3)Tulungに は,も う1種 類,「竹制風箱」すなわ ちマ レー式 フィゴのあ ることが報告されてい

る。 なお,Nu, Lisuに おいて 「風箱」 とのみ記されてい るものが,こ のよ うにマ レー式 ブイ

ゴであ る可能性 も考え られる。ただ一般的に,「風箱」 は箱式ブイゴを意味する。

4)箱 式 ブイゴの存在が知 られているのは,宋 代,お そ らく10世紀 において確 実であ る。ニーダ

ムは,文 献の記述 から,そ の存在を漢代やそれ以前に読 みとろ うと してい る[ニーダム 1978:

186-187,207]o
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が 多 い が,皿 フ ィゴ の ア ジ ァで の 「代 表 的 な遺 存 地域 は,イ ン ド,そ れ も おお むね

北 緯20度 か ら南,種 族 的に は ドラヴ ィダ 族,ム ンダ族 と い う イ ン ドの 基 層 的 な 種族 分

布 と0致 して 」 お り,「 動 力 が足 で あ る こと,ふ い ごの 操作 に バ ネの 原 理 を 巧 み に取

り入 れ て い る こ と」 の特 徴 を もつ とい う[村 上 1970:..]。 こ う した 足 踏 み の 皿 フ

イ ゴ は,ア ッサ ム のK㌔asiや カ ンボ ジ ァ北東 部のKuiに 分 布 す る こと が既 に知 られ

て い る[ANDREE l884:73-75,98-101]。 今 回の 分 布 図 で は,ス ラ ウ ェ シのBugis,

Makassareseの 例 が 加 わ って い る。 そ れ らは マ レー式 フ イ ゴ と結 び つ い て い るが,

ボ ル ネ オのDayakに バ ネの 原 理 を 用 い たマ レ0式 ブイ ゴの 存 在 す るこ と[ハ イ ネﾘ

ゲル デル ン 前 掲]を あ わせ 考 え ると,東 南 ア ジ ァの鍛 冶 の技 術 に,今 ひ とつ の流 れ

を想 定 す る こ とが 可 能 か も しれ な い5)。

2.製 鉄 技 術(2701)と 職 業 的 鍛 冶 屋(2702)

 つ ぎ に,製 鉄 技 術(2701),職 業 的鍛 冶 屋(2702)の 問 題 を ふ れて み た い。 金属 器 技

術 が ヘ スペ ロ ネ シア ン諸 民族 の居 住 域 を ほぼ その 東 限 とす る こ とは一 般 に い え る と こ

ろで あ るが,イ ン ドネ シア東 部 にあ って,具 体 的 に ど こま で お よん で い るの で あ ろ う

か。

 製 鉄 技 術 は,ス ラウ ェ シ島 の諸 族 やSumbaneseま で存 在 し,北 ハル マ ヘ ラのGalela

に お よ んで い る。 他 方 で 職 業 的鍛 冶 屋 は,さ らに東 のSasak, Babar, Aruに い た っ

て い る。 しか し,今 回 の 分 布 図 か ら,製 鉄 一 鍛冶 の文 化 の 全 体 像 を 確定 す るの は,な

お 困難 で あ る。

 第1に,こ れ らの 技 術 に は,簡 単 な 金 属 器 の加 工,地 金 の 輸 入 ・加 工 か ら製 錬 術 に

い た る さま ざ ま な段 階 が あ り,ま た と きに そ れ に応 じて 鍛 冶 屋 の存 在 形 態 もそ れ ぞ れ

で あ り6》,個 別 の 民 族誌 の詳 細 な検 討 が必 要 で あ る。

 第2に,こ れ らの 技 術 の 不在 に は,も とか らそ うで あ る場 合 の 外,新 しい優 秀 な製

品 の 輸 入 な ど に よ り,固 有 の 技 術 の失 わ れ た 場 合 も考 え られ,こ の点 も個 々の 事 例 の

検 討 が要 請 され る。 今 回 の 分 布 図 で は,Bukidnon, Ami, Puyumaに 消失 の 例 が あ

る。 な お,鍛 冶 の 技 術 は ニ ュ ーギ ニ ァ島 西 部 ま で お よん で い る。 か れ らは明 らか にマ

5)わ が国のタタ ラ製鉄に もちい られた天秤ブイゴも足踏みであるが,規 模の大 きな点やバネの

原理を もちいない点な どか ら,東 南 アジァの諸例に直接つなが らないようである。なお,中 国

の5世 紀 の文献 には,「歩 治」すなわち足踏 みブイゴが語 られている。[ニー ダム 1978:505]。

6)「 職業的鍛 冶屋」の定義づけは困難である。例えば中国南部のAchangの 鍛冶屋 は,季 節的

であ るが,近 隣…諸民族の間をまわって鍛冶 の仕事をす る。 このような例は,季 節的かつ民族間

の関係において,「職業的」 と見ることができる。
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レ0系 文 化 の 波 の影 響 で あ り,マ レー式 フ ィ ゴを も ちい,鉄 棒 を 原 材料 と して利 器 を

製 作 す る。 彼 らの 技 術 は 大 規 模 で な く,原 鉱石 か らの 製 錬 も行 な って い な い と い う

「ANDREE  l 884:89-90]o

 最後 に真鍮 ・青 銅鋳 造(2707)と 金 銀 細工(2708)に つ いて で あ るが,い わ ゆ る高文

化 の諸 民 族 お よび 中 国南 部 か ら東 南 ア ジ アに か けて の 山地 民 に ひ ろ く分布 す る。 そ の

う ち,金 銀 細 工 が,中 国 と東 南 ア ジアの 間 の 諸 民 族 に ほぼ ひ と し く見 られ るの に た い

し,青 銅 鋳 造 は,ナ ガ ・チ ン系 諸 族 に比 較 的 集 中 して い るの が 注 目さ れ る。 また 興 味

深 いの は,ボ ル ネ オが,こ う した技 術 の 分布 の 空 白 地帯 に な って い る こ とで あ る。 こ

の こ とは,先 にあ げたDayakの フ ィ ゴが 「も っ と も基層 的 な 単 独型 ポ ンプふ い ご」

[村上 1970:34-35]で あ る点 とあ わせ 考 え る と,ボ ル ネオ が 金 属 器 技 術 に 関 し古

い伝統 を持 つて い る可 能性 を示 唆 され る。 これ ま で の べ て きた問題 と もど も,今 後 の

課 題 と した い。
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